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ま
え
が
き

　

二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
は
関
西
学
院
創
立
一
二
○
年
、そ
し
て
、

我
が
国
最
古
の
男
声
合
唱
団
と
し
て
発
足
し
た
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
は
創
部
一
一
○
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
。
そ
の
関
西
学

院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
は
大
正
の
頃
か
ら
、
こ
れ
ま
で
九
○
年
も
の
間
、

絶
え
る
事
な
く
歌
い
続
け
て
い
る
「U

ウ B

ボ
イ

oj

」
と
云
う
名
曲
が
あ
る
。

如
何
に
も
男
声
合
唱
曲
ら
し
い
こ
の
行
進
曲
に
は
勇
壮
な
中
に
も
秘

め
ら
れ
た
悲
壮
感
が
あ
っ
て
、
歌
う
者
、
聴
く
者
す
べ
て
の
心
を
捉

え
て
放
さ
な
い
。

　

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
演
奏
会
で
は
、
必
ず
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
こ
の
曲
を
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
九
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
の
ほ
ぼ
二
ヶ
月
神
戸
に
滞
在
し
た
チ
ェ
コ
軍
か
ら
偶
然
入
手
し
た

塩
路
義
孝
（
大
正
一
一
年
卒
、
関
学
グ
リ
ー
Ｏ
Ｂ
）
は
、「U

 Boj

」

に
つ
い
て
、チ
ェ
コ
軍
合
唱
隊
か
ら
曲
名
を
「
前
線
へ
」
或
い
は
「
戦

線
へ
」
と
教
え
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
曲
の
由
来
や
歌
詞
の
意

味
を
知
り
た
い
と
、
チ
ェ
コ
軍
帰
国
後
に
英
国
大
使
館
な
ど
を
通
じ

て
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
分
か
ら
な
い
ま
ま
年
月
が
過
ぎ
た
。
そ
の

後
も
多
く
の
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
や
、
そ
の
フ
ァ
ン
、
更

に
、他
の
大
学
合
唱
団
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
、「U

 Boj

」
の
ル
ー
ツ
と
、

そ
の
ふ
る
さ
と
を
探
し
求
め
続
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

疎
開
先
の
岡
山
の
中
学
、
高
校
で
少
し
ば
か
り
合
唱
の
味
を
占

　
　

名
曲
「U

 B
oj

」
の
ル
ー
ツ
と
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
輕
部　

潤

 　
　

第
27
回
関
西
学
院
史
研
究
月
例
会　
（
二
〇
〇
九
・
五
・
二
六
）

　

本
稿
は
、
二
○
○
九
年
五
月
二
六
日
の
「
関
西
学
院
史
研
究
月
例
会
」
に
お
け
る
、「
名
曲
『U

 Boj

』

の
ル
ー
ツ
と
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
講
演
に
基
づ
い
て
、
記
録
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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め
、
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
部
し
て
最
初
に
叩
き
込
ま
れ
た

の
が
「
空
の
翼
」
を
始
め
と
す
る
校
歌
と
、こ
の
「U

 Boj

」
だ
っ
た
。

僅
か
の
合
唱
知
識
の
前
に
、
こ
の
名
曲
は
私
に
大
き
な
感
動
を
与
え
、

生
涯
忘
れ
得
な
い
曲
と
な
っ
た
。

　

卒
業
後
、
一
〇
年
も
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
何
人
も
の
先
輩

方
が
こ
れ
ま
で
調
べ
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
「U

 Boj

」
の
ル
ー
ツ

を
引
き
継
い
で
調
べ
た
い
と
、
ふ
と
思
い
付
い
た
私
は
、
多
く
の
先

輩
や
、
友
人
た
ち
の
協
力
に
支
え
ら
れ
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）

年
の
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
八
〇
年
を
前
に
し
て
、
そ
の
全
貌
を

解
明
す
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　

先
ず
、
チ
ェ
コ
軍
が
神
戸
に
滞
在
し
た
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年

の
九
月
か
ら
一
〇
月
ま
で
の
『
朝
日
新
聞
』
と
『
毎
日
新
聞
』
の
神

戸
版
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
チ
ェ
コ
軍
は
船
の

修
理
を
す
る
為
に
神
戸
に
滞
在
し
た
と
分
か
り
、
修
理
す
る
に
至
っ

た
原
因
を
知
り
た
い
と
、
更
に
同
年
八
月
か
ら
九
月
ま
で
の
『
朝
日

新
聞
』
と
『
毎
日
新
聞
』
の
九
州
版
、
門
司
版
な
ど
を
調
べ
て
い
る

う
ち
に
、
チ
ェ
コ
軍
は
シ
ベ
リ
ア
で
戦
っ
て
い
た
と
分
か
り
、
そ
の

原
点
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
事
に
遡
る
と
判
明
し
た
。

一
発
の
銃
声
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
へ

　
（
一
九
一
四
・
七
・
二
八
〜
一
九
一
八
・
一
一
・
一
一
）

　

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
六
月
二
八
日
、
欧
州
の
火
薬
庫
と
も
云

わ
れ
、
紛
争
の
絶
え
な
い
バ
ル
カ
ン
半
島
に
あ
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
中
部
、ボ
ス
ニ
ア
の
首
都
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
皇
太
子
夫
妻
が
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
て
圧
政

に
苦
し
む
セ
ル
ビ
ア
の
学
生
の
銃
弾
に
倒
れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
七
月
二
八
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
セ
ル
ビ

ア
に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
同
盟
軍
と
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ

ア
の
三
大
陣
営
に
日
米
両
国
を
含
む
連
合
軍
が
参
戦
す
る
第
一
次
世

界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。

チ
ェ
コ
軍
シ
ベ
リ
ア
を
転
戦

　

当
時
、
チ
ェ
コ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
強
制

統
合
さ
れ
て
い
た
の
で
、
開
戦
と
同
時
に
大
軍
の
出
動
を
指
示
さ
れ
、

欧
州
東
部
戦
線
で
ロ
シ
ア
を
相
手
に
戦
闘
を
さ
せ
ら
れ
た
が
、
久
し

く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
圧
政
に
苦
し
ん
で
い
た
チ
ェ
コ
軍
は
、
命
を
掛

け
て
ま
で
戦
う
意
思
は
全
く
な
く
、
次
つ
ぎ
と
進
ん
で
ロ
シ
ア
軍
に

投
降
し
、
逆
に
、
祖
国
の
独
立
を
目
指
し
て
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
軍
と
戦
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
ロ
シ
ア
で
革
命
が
起

こ
っ
た
。
所
謂
、
ロ
シ
ア
暦
に
よ
る
二
月
革
命
で
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
は

崩
壊
し
、
臨
時
政
府
が
成
立
し
た
。
更
に
、
一
〇
月
革
命
で
臨
時
政

府
が
倒
れ
、ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
樹
立
し
た
。
翌
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
に
は
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
単
独
で
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の

講
和
に
調
印
し
た
の
で
、
ロ
シ
ア
国
内
に
い
る
約
六
万
名
の
チ
ェ
コ

軍
の
立
場
は
極
め
て
微
妙
な
も
の
と
な
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
高

性
能
の
武
器
や
弾
薬
を
充
分
に
持
っ
て
い
る
強
力
な
チ
ェ
コ
軍
を
恐

れ
て
、
武
装
を
解
除
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
こ
れ
に
反
発
し
た
チ
ェ

コ
軍
は
、
本
気
で
ソ
ビ
エ
ト
軍
と
戦
う
よ
う
に
な
っ
た
。
日
米
連
合

軍
は
チ
ェ
コ
軍
に
対
し
て
資
金
援
助
を
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
軍
と
戦
い

な
が
ら
シ
ベ
リ
ア
を
東
進
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
と
講

和
し
た
ド
イ
ツ
は
欧
州
東
部
の
戦
力
を
西
部
に
回
し
、
大
攻
勢
に
転

じ
て
い
た
の
で
、
日
米
連
合
軍
は
強
力
な
チ
ェ
コ
軍
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
か
ら
海
路
、
欧
州
西
部
戦
線
に
移
動
さ
せ
て
戦
力
増
強
を
図
ろ

う
と
考
え
た
。
日
米
連
合
軍
は
順
次
沿
海
州
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
出
兵

し
、
ソ
ビ
エ
ト
軍
と
戦
い
な
が
ら
西
進
し
て
、
チ
タ
付
近
で
東
進
中

の
チ
ェ
コ
軍
と
合
流
し
て
、
日
毎
に
勢
力
を
増
す
ソ
ビ
エ
ト
軍
と
の

死
闘
が
続
い
た
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
一
月
一
一
日
、
ド
イ
ツ
が
連
合
国
に

降
伏
し
、
三
千
万
名
も
の
死
傷
者
を
出
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は

や
っ
と
終
結
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
戦
闘
は
そ
の
後
も
続
き
、
連

合
軍
は
次
第
に
優
勢
な
ソ
ビ
エ
ト
軍
に
東
へ
東
へ
と
押
し
戻
さ
れ
、

チ
ェ
コ
軍
救
出
を
果
た
し
た
も
の
の
、
何
の
得
る
と
こ
ろ
も
な
く
、

順
次
、
撤
兵
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
チ
ェ
コ
軍
は
シ
ベ

リ
ア
鉄
道
を
も
制
圧
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

チ
ェ
コ
軍
の
乗
船
が
台
風
に
遭
遇

　

シ
ベ
リ
ア
を
転
戦
し
て
い
た
チ
ェ
コ
軍
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
順

次
到
着
し
た
。
日
米
連
合
軍
側
が
協
議
し
て
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
帰

国
さ
せ
る
事
に
な
っ
た
。第
一
船
は
南
京
号
、第
二
船
は
ア
ー
チ
ャ
ー

号
で
、
両
船
と
も
に
米
国
経
由
で
帰
国
の
途
に
着
い
た
。
第
三
船
の

ヘ
フ
ロ
ン
号
（
七
、九
〇
六
ト
ン
）
は
経
路
が
異
な
り
、
イ
ン
ド
洋

経
由
で
、
ベ
ネ
シ
ュ
少
佐
他
将
校
一
九
名
、
下
士
官
、
兵
士
八
二
五

名
、
米
国
軍
医
の
Ｓ
・
Ｔ
・
シ
ョ
ー
ト
少
佐
他
軍
医
一
名
と
看
護
婦

ミ
セ
ス
・
ウ
エ
ッ
プ
他
五
名
、
乗
組
員
六
四
名
の
総
勢
九
一
七
名
が

乗
り
込
み
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
一
三
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
を
出
航
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
海
を
南
下
し
て
い
た
ヘ
フ
ロ
ン
号
は
、
八
月

一
五
日
の
夜
、
折
悪
し
く
九
州
西
部
を
襲
っ
た
大
台
風
雨
に
遭
遇
し
、

福
岡
県
北
方
の
響
灘
白
鳥
沖
で
仮
停
泊
し
た
が
、
風
雨
は
ま
す
ま
す

激
し
く
な
り
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
移
動
し
て
、
八
月
一
六
日
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午
前
三
時
、下
関
西
方
の
六
連
島
大
文
字
岩
の
暗
礁
に
座
礁
し
た（
遭

難
地
点
は
六
連
島
西
北
の
藍
島
東
方
イ
ガ
イ
瀬
、
或
い
は
藍
島
北
方

の
大
藻
路
岩
と
の
説
も
あ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
）。　

　

へ
フ
ロ
ン
号
か
ら
の
救
助
を
求
め
る
無
線
を
傍
受
し
た
山
口
県
豊

浦
郡
角
島
無
線
所
は
下
関
水
上
警
察
署
に
連
絡
し
、
同
署
岡
村
所
長

は
中
川
山
口
県
知
事
を
経
て
海
軍
に
救
助
を
求
め
た
後
、
同
署
防
長

丸
に
乗
船
し
て
、
現
場
に
急
行
し
た
。
一
方
、
門
司
港
務
部
も
角

島
無
線
所
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
、
日
本
海
事
会
社
門
司
支
店
に
救

助
を
依
頼
し
、
同
社
は
大
浦
丸
、
魁
丸
、
鞍
馬
丸
の
三
隻
を
出
動
さ

せ
た
。
海
軍
は
加
藤
呉
鎮
守
府
長
官
が
水
雷
艇
四
隻
を
呉
よ
り
現
場

に
急
行
さ
せ
る
と
共
に
、
丁
度
、
舞
鶴
よ
り
海
軍
連
合
艦
隊
が
日
本

海
を
南
下
中
だ
っ
た
の
で
、
山
下
連
合
艦
隊
長
官
に
救
助
方
を
打
信
。

第
一
艦
隊
の
戦
艦
鹿
島
が
現
場
に
向
か
っ
た
。
鹿
島
は
八
月
一
七
日

午
前
六
時
に
現
場
に
到
着
し
た
が
、
先
に
到
着
し
て
い
た
日
本
海
事

会
社
の
大
浦
丸
他
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
へ
フ
ロ
ン
号
は
船
首
を
暗
礁

に
乗
り
上
げ
て
は
い
た
が
、
船
底
が
二
重
底
に
な
っ
て
い
て
沈
没
の

恐
れ
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
戦
艦
鹿
島
と
水
雷
艇
、
防
長
丸

は
、
救
助
を
日
本
海
事
会
社
に
任
せ
て
現
場
を
引
き
上
げ
た
。

　

日
本
海
事
会
社
は
、
へ
フ
ロ
ン
号
破
損
箇
所
の
応
急
修
理
を
施
し
、

満
潮
を
待
っ
て
ヘ
フ
ロ
ン
号
を
曳
航
し
て
離
礁
さ
せ
、
八
月
二
〇
日

朝
、
門
司
港
外
に
到
着
し
た
。
こ
の
大
暴
風
雨
は
九
州
一
円
に
大
き

な
被
害
を
与
え
、
又
、
多
く
の
船
舶
が
遭
難
し
た
。
海
軍
重
油
船
の

志
自
岐
は
種
子
島
大
崎
沖
で
沈
没
し
、
乗
組
員
一
一
六
名
の
殆
ど
が

同
船
と
運
命
を
共
に
し
た
な
ど
、
悲
し
い
記
録
が
残
っ
て
い
る
中
で
、

へ
フ
ロ
ン
号
が
無
事
、
救
助
さ
れ
た
事
は
実
に
幸
運
だ
っ
た
と
云
え

よ
う
。

チ
ェ
コ
軍
は
門
司
か
ら
下
関
を
経
て
神
戸
へ

　

門
司
に
上
陸
し
た
チ
ェ
コ
軍
は
門
司
市
楠
町
（
現
・
北
九
州
市
門

司
区
老
松
町
）
の
門
司
基
督
教
青
年
会
館
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
に
収
容
さ

れ
、
ヘ
フ
ロ
ン
号
は
神
戸
三
菱
造
船
所
の
ド
ッ
グ
で
修
理
さ
れ
る
事

に
な
り
、
八
月
二
二
日
正
午
、
門
司
港
を
出
航
し
て
神
戸
に
向
か
っ

た
。
当
時
の
『
朝
日
新
聞
』
は
「
珍
客
を
迎
え
た
門
司
」
と
云
う
見

出
し
で
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
…
…
チ
ェ
ッ
ク
軍
八
五
〇
名
の
将
兵
は
同
館
に
溢
れ
…
…
異
郷

の
空
の
一
日
の
無
聊
を
慰
め
る
に
彼
ら
は
余
程
苦
心
の
色
が
見
え

る
。市
街
を
隅
か
ら
隅
ま
で
長
い
足
で
一
息
に
回
っ
て
来
る
。ル
ー

ブ
ル
紙
幣
で
は
腹
一
杯
食
も
出
来
ぬ
始
末
。
観
念
し
て
セ
ッ
セ
と

衣
類
の
洗
濯
を
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
付
近
の
山
に
登
っ
て
草
木
を

蒐
集
し
て
来
る
者
も
あ
る
が
、
流
石
、
音
楽
趣
味
の
豊
か
な
露
西

亜
人
（
註
・
チ
ェ
ッ
ク
人
、
ス
ロ
バ
キ
ア
人
は
何
れ
も
ス
ラ
ブ
系
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の
民
族
）
だ
け
あ
っ
て
、
一
つ
の
セ
ロ
、
一
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
唯
一
の
娯
楽
器
と
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
様
々
の
音
律
が
昨

今
の
明
け
暮
れ
、
同
館
の
内
外
に
流
れ
て
い
る
。
…
…
」（
八
月

二
四
日
『
朝
日
新
聞
』
九
州
版
）

　

し
か
し
、
宿
舎
が
狭
過
ぎ
た
。
門
司
や
下
関
に
は
適
当
な
施
設
も

な
く
、
又
、
外
国
人
の
接
待
に
も
不
慣
れ
で
あ
る
。
そ
れ
に
ヘ
フ
ロ

ン
号
の
修
理
に
は
、一
〜
二
ヶ
月
は
か
か
り
そ
う
だ
。関
係
者
が
色
々

と
協
議
し
た
結
果
、
チ
ェ
コ
軍
を
神
戸
に
移
す
事
に
な
っ
た
。
有
吉

忠
一
兵
庫
県
知
事
は
神
戸
市
楠
町
の
元
県
立
神
戸
商
業
学
校
跡
地

（
現
・
神
戸
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
）
の
旧
校
舎
を
提
供

す
る
事
を
決
め
、
陸
軍
姫
路
師
団
よ
り
申
し
入
れ
の
あ
っ
た
大
天
幕

や
食
器
を
借
り
る
事
に
し
た
。

　

九
月
三
日
朝
、
チ
ェ
コ
軍
は
陸
軍
輸
送
船
で
下
関
に
送
ら
れ
、
下

関
駅
を
午
後
三
時
一
〇
分
発
の
臨
時
列
車
に
乗
り
、
翌
四
日
午
前
九

時
三
三
分
神
戸
駅
に
到
着
し
た
。
ア
メ
リ
カ
領
事
館
ド
ウ
マ
ン
副
領

事
、
ア
メ
リ
カ
人
ウ
エ
ス
ト
氏
、
兵
庫
県
川
崎
外
事
課
長
な
ど
大
勢

の
関
係
者
に
出
迎
え
ら
れ
、
チ
ェ
コ
軍
の
大
部
分
は
楠
町
の
元
県
立

神
戸
商
業
学
校
跡
の
旧
校
舎
に
入
り
、
一
部
は
下
山
手
通
り
の
基
督

教
青
年
会
館
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
と
諏
訪
山
の
武
徳
殿
に
分
宿
。
又
、
ベ

ネ
シ
ュ
少
佐
な
ど
士
官
は
居
留
地
（
海
岸
通
六
番
）
の
神
戸
オ
リ
エ

ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
事
に
な
っ
た
。

　

元
県
立
神
戸
商
業
学
校
跡
に
入
っ
た
チ
ェ
コ
軍
は
、
旧
校
舎
の
教

室
の
板
の
間
に
ゴ
ザ
を
敷
い
て
宿
舎
と
し
た
が
、
そ
れ
で
も
入
り
切

れ
ず
、
校
庭
に
は
大
天
幕
が
張
ら
れ
た
。
そ
の
模
様
を
当
時
の
『
朝

日
新
聞
』
は
「
神
戸
の
第
一
夜
」
と
題
し
て
次
の
様
に
伝
え
て
い
る
。

「
…
…
六
時
頃
、
青
年
会
館
や
武
徳
殿
に
分
宿
し
た
者
が
列
を
組

ん
で
バ
ラ
ッ
ク
（
註
・
旧
校
舎
）
ま
で
夕
食
に
来
る
。
テ
ン
ト

の
下
で
パ
ン
を
か
じ
り
、
暖
か
い
ス
ー
プ
を
吸
う
う
ち
に
も
賑

や
か
な
談
笑
は
絶
え
な
い
。
食
後
、
身
体
を
水
に
洗
っ
て
ホ
ッ

ト
し
た
彼
等
は
、
港
の
方
へ
三
々
五
々
散
歩
に
出
る
者
、
居
残
っ

て
テ
ン
ト
内
で
ト
ラ
ン
プ
に
耽
る
者
な
ど
あ
る
。
中
に
は
胸
を

は
だ
け
て
胡
弓
を
弾
き
な
が
ら
異
国
の
夜
の
つ
れ
づ
れ
を
慰
め

る
者
あ
り
、
雑
草
の
長
い
バ
ラ
ッ
ク
の
空
き
地
に
出
て
、
夜
の

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
故
郷
の
民
謡
を
唄
う
者
も
あ
り
、
賑
や

か
な
事
で
あ
る
」（
九
月
六
日
『
朝
日
新
聞
』
神
戸
版
付
録
）。

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
部
員
・
塩
路
義
孝

　

通
訳
と
し
て
活
躍

　

こ
う
し
て
チ
ェ
コ
軍
の
神
戸
滞
在
が
始
ま
っ
た
が
、
言
葉
が
通
じ

な
い
。
幸
い
チ
ェ
コ
軍
の
中
に
英
語
の
話
せ
る
士
官
の
チ
ョ
ー
ロ
ッ

カ
ー
大
尉
が
い
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
兵
庫
県
外
事
課
の
川
崎
課
長
は
、

ふ
と
知
人
の
塩
路
義
孝
を
思
い
付
い
た
。
関
西
学
院
の
学
生
で
あ
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る
。「
あ
の
人
が
い
い
」
と
彼
は
思
っ
た
。「
英
語
は
う
ま
い
し
。
何

よ
り
も
人
柄
が
い
い
。
任
せ
れ
ば
キ
ッ
ト
う
ま
く
や
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
」。
う
っ
て
つ
け
の
通
訳
で
あ
る
。
早
速
、
塩
路
に
申
し
入
れ
、

快
諾
を
得
た
。

　

連
日
、
塩
路
は
チ
ェ
コ
軍
宿
舎
を
訪
れ
た
。
彼
ら
の
軍
服
は
ボ
ロ

ボ
ロ
で
長
い
間
シ
ベ
リ
ア
を
転
戦
し
た
後
を
偲
ば
せ
、
旧
校
舎
や
テ

ン
ト
で
生
活
す
る
有
様
は
例
え
よ
う
も
な
い
く
ら
い
殺
風
景
で
味
気

な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
彼
ら
は
何
れ
も
陽
気
な
人
た
ち
ば
か
り

で
、
そ
の
上
、
祖
国
に
帰
れ
る
日
も
近
い
と
あ
っ
て
、
そ
の
表
情
は

底
抜
け
に
明
る
か
っ
た
。

　

数
日
後
、
塩
路
は
彼
等
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
合
唱
の
練
習
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
器
を
見
る
と
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
ビ
ー
ル
の
木
箱
に
電
線
の
弦
を
張
る
な
ど
、
楽
器

と
云
う
に
は
程
遠
い
も
の
も
あ
り
、
ブ
ラ
ス
も
へ
こ
ん
だ
り
、
傷
が

つ
い
た
り
で
、中
に
は
、来
日
後
に
乏
し
い
小
遣
い
を
は
た
い
て
や
っ

と
買
っ
た
楽
器
も
あ
っ
た
。
又
、
そ
の
編
成
も
決
し
て
満
足
な
も
の

と
は
云
え
な
か
っ
た
。
祖
国
を
出
て
以
来
五
年
間
、
こ
の
間
、
戦
場

を
持
ち
歩
き
、
傷
だ
ら
け
に
な
っ
た
楽
器
で
あ
り
、
そ
し
て
、
メ
ン

バ
ー
の
内
、
何
人
も
が
戦
死
し
、
負
傷
し
、
厳
し
い
戦
い
を
乗
り
越

え
た
、
そ
れ
で
も
五
〇
名
近
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
構
成
し
て
い
た
。

　

一
方
、
チ
ェ
コ
軍
合
唱
隊
は
約
四
〇
名
で
、
士
官
が
指
揮
を
し
て

い
た
。
そ
の
頃
、
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
約

二
五
名
で
あ
っ
た
事
を
思
え
ば
、
当
時
と
し
て
、
そ
れ
は
大
合
唱
団

で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
し
か
も
、
彼
ら
は
そ
の
立
派
な
体
格
の
上

に
、
天
性
の
音
楽
性
と
声
質
、
声
量
を
持
ち
、
特
に
、
バ
ス
・
パ
ー

ト
は
全
く
素
晴
ら
し
く
、
見
事
な
男
声
四
部
合
唱
で
あ
っ
た
。
塩
路

は
感
動
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
事
を
話
し
、
互
い
に
交
流
し
た
い
と
持
ち
掛
け
た
。

チ
ェ
コ
軍
、
関
西
学
院
へ

　

そ
の
後
、
関
西
学
院
当
局
の
協
力
も
あ
っ
て
、
話
は
急
速
に
具
体

化
し
、
九
月
一
五
日
、
チ
ェ
コ
軍
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
隊
を
関
西

学
院
（
当
時
は
神
戸
原
田
の
森
、
現
・
王
子
動
物
園
）
に
招
き
、
午

後
二
時
三
〇
分
か
ら
音
楽
会
を
開
く
事
が
出
来
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
数
日
後
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
チ
ェ
コ
軍
宿
舎
を
訪
れ
て

歌
い
、
再
び
、
チ
ェ
コ
軍
が
関
西
学
院
を
訪
問
す
る
と
云
っ
た
風
に
、

数
回
の
交
流
が
続
い
た
。
時
に
は
チ
ェ
コ
軍
は
関
西
学
院
の
学
生
と

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
野
球
に
打
ち
興
じ
た
事
も
あ
っ
た
。

　

チ
ェ
コ
軍
は
神
戸
市
内
で
も
一
般
公
開
音
楽
会
を
開
い
て
お
り
、

関
西
学
院
を
含
め
て
、
彼
ら
が
神
戸
滞
在
中
に
演
奏
し
た
曲
目
に
は
、

合
奏
、
舞
踊
体
操
、
合
唱
、
詩
の
暗
誦
、
体
操
、
舞
踏
、
活
人
画
な

ど
多
種
多
様
に
亘
っ
て
い
た
。
尚
、プ
ロ
グ
ラ
ム
（
割
愛
）
中
に
「
舞
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踊
体
操
」
或
い
は
単
に
「
体
操
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
関

西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
史
』（
四
〇
年
史
）
は
「
当
時
、
既
に
音
楽

と
体
操
と
の
関
係
を
実
践
的
に
示
し
て
く
れ
た
事
は
、
識
者
の
大
い

に
感
謝
す
る
処
と
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　
『
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
史
』（
四
〇
年
史
）
の
記
述
に
よ
る

と
「
彼
ら
の
歌
う
『
セ
ル
ビ
ア
の
戦
い
の
歌
』
は
実
に
勇
壮
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
声
楽
に
は
羨
ま
し
い
程
の
咽
喉
を
持
っ
て
い
た
。
低

音
と
来
て
は
Ｆ
の
音
の
様
な
極
く
微
か
な
弱
い
音
で
も
、
彼
ら
の
歌

う
時
に
は
、
尚
、
そ
の
響
が
判
然
と
打
ち
響
く
位
で
あ
る
。
そ
ん
な

調
子
だ
か
ら
、
合
唱
の
時
な
ど
高
い
調
子
に
な
る
と
、
家
の
内
で
は

聞
い
て
居
れ
ぬ
程
で
、
寧
ろ
秋
の
大
空
の
下
で
聞
い
た
ら
ば
と
思

う
位
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、
又
、「
墺
太
利
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
統

治
下
に
永
い
間
泣
い
た
国
民
と
し
て
の
彼
ら
の
そ
の
歌
う
曲
、
奏
す

る
曲
に
は
凡
て
何
処
か
に
悲
痛
な
人
間
苦
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。
特
に
彼
ら
が
好
ん
で
歌
う
ボ
ヘ
ミ
ア
ソ
ン
グ
や
、
短
調
ば
か
り

の
ニ
ュ
ー
・
ボ
ヘ
ミ
ア
ソ
ン
グ
（
一
名
「
地
獄
へ
行
け
！
」）
に
は

彼
ら
の
一
人
一
人
の
叫
び
が
合
唱
に
な
っ
て
相
通
じ
、
相
抱
い
た
悲

痛
の
裡
に
生
ま
れ
出
た
事
が
良
く
分
か
る
の
で
あ
る
」
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
チ
ェ
コ
音
楽
は
、
圧
政
下
に
苦
し

み
虐
げ
ら
れ
た
民
族
の
「
漂
白
の
魂
」
の
表
現
と
結
ん
で
い
る
。

名
曲
「U

 B
oj

」
の
譜
面
を
我
が
手
に

　

そ
れ
程
に
、
チ
ェ
コ
軍
の
合
唱
隊
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
員
の
心
を

打
っ
た
。
ど
の
歌
も
素
晴
ら
し
い
曲
ば
か
り
で
あ
っ
た
。「
そ
の
内

の
二
〜
三
曲
で
も
い
い
。
我
々
も
歌
い
た
い
。
譜
面
が
欲
し
い
」
と

云
う
声
が
起
こ
っ
た
。
塩
路
は
早
速
こ
の
事
を
チ
ェ
コ
軍
合
唱
隊
に

話
し
た
。「
欲
し
い
曲
は
ど
れ
で
も
全
部
上
げ
よ
う
」
と
、
即
座
に

嬉
し
い
返
事
が
返
っ
て
来
た
。
兵
士
た
ち
が
差
し
出
し
た
譜
面
は
ど

れ
も
こ
れ
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。
長
い
間
戦
場
を
持
ち
歩
き
、

時
に
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
折
り
畳
ん
で
入
れ
て
あ
っ
た
譜
面
は
折
り
目
が

擦
り
切
れ
破
れ
掛
け
て
い
た
。
塩
路
義
孝
は
、
そ
の
中
か
ら
、
最
も

印
象
の
深
か
っ
た
「U

 Boj

」
な
ど
四
曲
を
選
ん
だ
。

　
「
貰
っ
て
来
た
ぞ
！
」　

塩
路
が
譜
面
を
持
ち
帰
る
と
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
部
員
の
間
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。
塩
路
は
早
速
、
擦
り
切
れ
た

譜
面
を
判
読
し
な
が
ら
ガ
リ
版
（
謄
写
版
）
を
切
り
、
出
来
上
が
っ

た
譜
面
で
練
習
が
始
ま
っ
た
。
チ
ェ
コ
軍
合
唱
隊
の
演
奏
を
何
度
も

聞
い
て
い
る
の
で
、
数
回
の
練
習
で
も
の
に
す
る
事
が
出
来
た
。

　

や
が
て
、
へ
フ
ロ
ン
号
の
修
理
も
終
わ
り
、
チ
ェ
コ
軍
の
帰
国
の

日
も
近
付
い
た
或
る
夜
、
チ
ェ
コ
軍
宿
舎
で
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
と
の
送
別
会
が
開
か
れ
た
。
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
覚
え
た
ば
か
り

の
「U

 Boj
」「Ja N

e, T
o T
y

」
な
ど
を
歌
っ
た
。
将
兵
た
ち
は
異

国
の
学
生
た
ち
が
歌
う
「
自
分
た
ち
の
歌
」
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
た
。
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歌
い
終
わ
る
と
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
ど
の
将
兵

た
ち
の
目
に
も
涙
が
浮
か
ん
で
い
た
。

　

そ
し
て
、
一
〇
月
二
九
日
、
チ
ェ
コ
軍
は
ヘ
フ
ロ
ン
号
に
乗
り
込

み
、
翌
三
〇
日
午
後
四
時
、
神
戸
港
を
出
航
し
、
独
立
を
果
た
し
た

懐
か
し
い
祖
国
へ
と
旅
立
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
チ
ェ
コ
軍
と
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
は

僅
か
二
ヶ
月
足
ら
ず
で
終
わ
っ
た
が
、
例
え
言
葉
は
通
じ
な
く
と
も
、

音
楽
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
友
情
は
厚
く
、
名
曲
「U

 Boj

」
と
と
も

に
何
時
ま
で
も
忘
れ
難
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
以
後
、
名

曲
「U

 Boj

」
は
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
演
奏
会
に
と
っ
て
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
秘
曲
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
名
曲
「U

 Boj

」
の
物
語
は
こ
れ
で
完
結
し
た
訳
で
は

な
い
。
と
云
う
の
は
、
そ
の
後
「U
 Boj

」
は
半
世
紀
に
亘
っ
て
不

思
議
な
運
命
を
辿
る
の
で
あ
る
。
先
ず
、
当
初
は
そ
の
曲
名
が
「
前

線
へ
」
或
い
は
「
戦
線
へ
」
と
云
う
意
味
だ
と
教
え
ら
れ
た
だ
け

で
、
歌
詞
の
意
味
は
勿
論
、
曲
の
由
来
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

為
、
塩
路
義
孝
を
始
め
多
く
の
人
た
ち
が
、
歌
詞
の
意
味
や
曲
の
由

来
を
知
り
た
い
と
努
力
を
重
ね
た
が
、
全
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
時
が

過
ぎ
た
。
又
、「U

 Boj

」
入
手
直
後
の
音
楽
会
で
は
「
セ
ル
ビ
ア

戦
歌
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
に
、
歌
詞
の
意
味
も
曲
の
由
来
が
分
か

ら
な
か
っ
た
為
に
何
時
の
間
に
か
「
チ
ェ
コ
民
謡
」
と
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
九
（
昭

和
二
四
）
年
に
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
部
員
の
小
林
哲
夫
が
プ
ラ
ハ
在
住
の

チ
ェ
コ
学
生
と
文
通
を
始
め
、
た
ま
た
ま
「U

 Boj

」
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
「
チ
ェ
コ
の
歌
で
は
な
い
」
と
云
う
返
事
を
受

け
取
っ
た
。こ
れ
ま
で
、チ
ェ
コ
の
歌
だ
と
信
じ
切
っ
て
い
た
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な
話
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
コ
の
歌
で
な
け

れ
ば
、
一
体
何
処
の
国
の
歌
な
の
か
。
以
後
「U

 Boj

」
の
国
籍
を

求
め
て
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
懸
命
の
探
索
が
始
ま
っ
た
。

　

庄
野
英
二
（
一
九
一
五
〜
一
九
九
三
、一
九
三
六
年
関
西
学
院
専

門
部
文
学
部
卒
、
児
童
文
学
者
、
元
帝
塚
山
学
院
大
学
長
）
は
音
楽

之
友
社
発
行
の
『
音
楽
の
窓
』
一
九
七
二
年
二
月
号
に
「
ウ
ボ
イ
覚

え
書
」
と
題
し
て
「
私
は
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
フ
ァ
ン
で
、

毎
年
冬
に
行
わ
れ
る
定
期
演
奏
会
も
殆
ど
欠
か
さ
ず
聞
い
て
い
る
。

…
…
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
当
然
毎
年
変
化
す
る
が
、
必
ず
聞
く
こ
と
が
出

来
る
の
は
ウ
ボ
イ
と
云
う
曲
で
あ
る
。
こ
れ
を
歌
っ
て
く
れ
な
い
事

に
は
、
私
た
ち
グ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
承
知
出
来
な
い
の
で
、

歌
い
出
し
て
く
れ
る
ま
で
は
忍
耐
強
く
力
任
せ
の
拍
手
を
鳴
ら
し
続

け
る
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ボ
イ
を
聞
け
ば
、
私
の
よ
う
な
オ
ー
ル
ド
・

フ
ァ
ン
で
あ
っ
て
も
青
春
の
血
が
逆
流
し
て
く
る
。
い
て
も
立
っ
て



名曲「U Boj」のルーツと関西学院グリークラブ

103

も
堪
ら
な
い
。
私
は
星
凍
る
夜
空
の
下
を
駆
け
出
し
た
く
な
っ
て
来

る
ほ
ど
だ
。
ウ
ボ
イ
を
聞
い
た
夜
ほ
ど
、
切
な
く
て
泣
き
た
く
な
る

事
は
な
い
。
あ
あ
、
私
は
音
痴
で
さ
え
な
け
れ
ば
、
誰
と
で
も
肩
組

み
合
わ
せ
て
夜
通
し
で
も
こ
の
青
春
の
歌
を
歌
い
た
い
」、　

そ
し
て
、

庄
野
英
二
は
「
詳
し
い
事
を
知
り
た
く
て
目
下
調
べ
に
か
か
っ
て
い

る
」
と
当
時
の
『
毎
日
新
聞
』
や
『
神
戸
又
新
日
報
』
の
記
事
を
引

用
し
て
チ
ェ
コ
軍
神
戸
滞
在
の
様
子
を
書
き
、
最
後
に
「
日
本
の
シ

ベ
リ
ア
出
兵
は
、
寄
席
の
落
語
家
が
、『
シ
ベ
リ
ア
失
敗
』
と
洒
落

を
云
っ
た
程
の
日
本
軍
政
の
一
大
誤
算
で
あ
っ
た
が
、
偶
然
の
結
果
、

チ
ェ
コ
軍
が
神
戸
に
立
ち
寄
る
事
に
な
り
、
そ
し
て
、
名
曲
『
ウ
ボ

イ
』
が
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
伝
え
ら
れ
た
事
は
、
人
間
の
想

像
を
遥
か
に
超
え
た
神
様
の
尊
い
お
計
り
事
で
あ
る
と
、
私
は
そ
の

不
思
議
な
縁え
に
しに
只
た
だ
感
嘆
久
し
く
す
る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
締
め

括
っ
て
い
る
。

「U
 B
oj

」
は
グ
リ
ー
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
曲

　

こ
う
し
て
手
に
入
れ
た
「U

 Boi

」
は
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
演
奏
会
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
曲
と
な
っ
た
が
、
更
に
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
出
さ
ず
と
も
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
最
後
に
必
ず
歌
わ
れ
る

曲
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
一
月
二
四
日
、

東
京
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
合
唱
競
演
会
（
現
・
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
）
で
佐
久
間
太
郎
指
揮
の
関
西
学
院
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
選
択
曲
（
現
・
自
由
曲
）
に
「U

 Boj

」
を
歌
い
、
三
連

勝
し
た
事
も
あ
っ
て
、
広
く
合
唱
フ
ァ
ン
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
譜
面
は
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
し
か
な
い
の
で
、
他
の

男
声
合
唱
団
に
と
っ
て
は
垂
涎
の
曲
と
な
っ
た
。

第
一
回
世
界
大
学
合
唱
祭
で
「U

 Boj

」
の
ふ
る
さ
と
判
明

　

一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
九
月
二
〇
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
世
界
大
学
合
唱

祭
に
ア
ジ
ア
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
た
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
ヒ
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
会
で
、
南
米
の
連
中
が
歌
っ
て

騒
い
だ
の
に
、負
け
て
な
る
も
の
か
と
「U

 Boj

」
を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
・
ス
コ
ピ
エ
大
学
合
唱
団
が
唱

和
し
た
事
か
ら
、「U

 Boj

」
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
は
有
名
な
歌

劇
の
中
の
曲
だ
と
分
か
っ
た
が
、
当
時
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
複

合
国
家
で
、
国
の
違
う
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
で
作
曲
さ
れ
た
歌
劇
に
つ
い

て
は
良
く
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
詳
し
く
は
教
え
て
貰
え
な
か
っ

た
。

　

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
帰
国
後
に
、
世
界
大
学
合
唱
祭
の

ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ロ
バ
ー
ト
・
ビ
ヨ
ー
ギ
監
督
に
調
査
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
八
月
二
〇
日
付
で
、
彼
の
友
人
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で
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
駐
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
米
国
大
使
館
員
が
探
し

て
く
れ
た
と
、
歌
劇
ピ
ア
ノ
・
ス
コ
ア
の
「U

 Boj

」
部
分
が
送
ら

れ
て
来
た
。

　

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
一
一
月
二
五
日
、
新
月
会
員
渡
部
尚

は
東
京
出
張
中
に
、
駐
日
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
大
使
館
を
訪
問
し
、

サ
ヴ
ァ
・
ク
ル
シ
カ
パ
文
化
担
当
官
に
「U

 Boj

」
譜
面
の
コ
ピ
ー

を
見
せ
て
、
英
語
で
歌
詞
の
説
明
を
受
け
、
始
め
て
歌
詞
の
内
容
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
七
月
一
五
日
、
再
度
、
駐
日
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
大
使
館
を
訪
問
し
た
渡
部
尚
は
、
た
ま
た
ま
前
日
に
ク

ル
シ
パ
カ
文
化
担
当
官
が
帰
郷
先
の
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ

た
歌
劇
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
三
枚
組
を
借
り
、
そ
の
解
説
文
か
ら
、
歌
劇

の
作
曲
者
や
筋
書
き
な
ど
の
全
て
が
判
明
し
、
更
に
詳
し
く
調
べ
る

為
の
弾
み
が
付
い
た
。
更
に
渡
部
尚
は
ク
ル
シ
カ
パ
文
化
担
当
官
の

後
任
ジ
ェ
リ
コ
・
バ
ラ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
参
事
官
に
も
随
分
色
々
と
教
え

て
頂
い
た
。（
同
年
一
一
月
四
日
に
、歌
劇「
ニ
コ
ラ
・
シ
ュ
ー
ビ
ッ
チ
・

ズ
リ
ー
ン
ス
キ
」
の
初
演
よ
り
一
〇
〇
年
記
念
と
し
て
、
ザ
グ
レ
ブ

の
国
立
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
劇
場
に
於
い
て
、
同
歌
劇
が
上
演
さ
れ
た
）。

歌
劇
の
あ
ら
す
じ

　

こ
の
歌
劇
は
、
一
五
六
六
年
の
シ
ゲ
ッ
ト
城
に
於
け
る
ズ
リ
ー
ン

ス
キ
四
世
の
壮
絶
な
戦
死
の
史
実
に
基
づ
く
物
語
を
歌
劇
に
し
た
ク

ロ
ア
テ
ィ
ア
を
代
表
す
る
作
曲
家
の
イ
ヴ
ァ
ン
・pl.

・
ザ
イ
ツ
の
最

も
成
功
し
た
作
品
で
、
一
八
七
六
年
一
一
月
四
日
に
ザ
グ
レ
ブ
で
ザ

イ
ツ
自
身
の
指
揮
に
よ
り
初
演
さ
れ
た
。「U

 Boj

」
一
曲
だ
け
は
そ

の
一
〇
年
前
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
曲
さ
れ
、
初
演
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
征
服
を
目
指
し
た
ト
ル
コ
皇
帝
シ
ュ
レ
イ
マ
ン
一

世
は
、
一
五
二
九
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
城
壁
ま
で
迫
っ
た
が
、
堅
固

な
城
門
と
城
壁
は
簡
単
に
は
崩
せ
ず
、
目
的
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
後

退
し
た
。
一
五
六
六
年
に
、再
度
、三
万
名
の
軍
隊
を
率
い
て
、先
ず
、

ウ
ィ
ー
ン
攻
略
ル
ー
ト
の
要
衝
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
の
シ
ゲ
ッ
ト
城
を

落
と
さ
ん
と
向
か
っ
た
。
城
に
は
太
守
ズ
リ
ー
ン
ス
キ
四
世
と
そ
の

部
下
、
家
族
ら
四
千
名
が
守
っ
て
い
た
。
ト
ル
コ
軍
の
攻
撃
を
察
知

し
た
ズ
リ
ー
ン
ス
キ
は
妻
エ
ヴ
ァ
と
娘
イ
ェ
レ
ナ
ら
女
た
ち
に
城
か

ら
脱
出
す
る
よ
う
薦
め
て
い
た
が
、
彼
女
た
ち
は
そ
れ
を
拒
み
、
ト

ル
コ
軍
攻
撃
に
備
え
て
防
備
を
固
め
る
将
兵
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
甲

斐
甲
斐
し
く
働
い
て
い
た
。
そ
し
て
ズ
リ
ー
ン
ス
キ
と
そ
の
部
下
た

ち
は
、
最
後
ま
で
戦
っ
て
潔
く
死
の
う
と
誓
い
合
っ
て
い
た
。

　

八
月
二
〇
日
、
ト
ル
コ
軍
は
シ
ゲ
ッ
ト
城
前
に
到
着
し
て
野
営
陣

地
を
張
っ
た
。
シ
ュ
レ
イ
マ
ン
皇
帝
は
メ
フ
メ
ッ
ト
・
パ
シ
ャ
・
ソ

コ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
首
相
を
使
者
と
し
て
城
へ
送
り
、
降
伏
す
る
よ
う
説

得
し
た
が
、
ズ
リ
ー
ン
ス
キ
は
こ
れ
を
断
固
と
し
て
撥
ね
付
け
、
城
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塞
か
ら
首
相
ら
に
向
か
っ
て
火
を
降
り
注
い
だ
。
流
石
の
ト
ル
コ
軍

も
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
軍
の
激
し
い
抵
抗
と
堅
固
な
城
塞
に
攻
め
あ
ぐ

ね
て
半
月
余
り
過
ぎ
た
。
九
月
五
日
の
早
朝
、
シ
ュ
レ
イ
マ
ン
皇
帝

が
陣
地
で
突
然
病
死
し
た
の
で
、
士
気
の
低
下
を
恐
れ
た
ソ
コ
ロ

ビ
ッ
チ
は
皇
帝
の
死
を
隠
し
、
城
塞
に
対
し
て
猛
攻
撃
を
開
始
し
た
。

ト
ル
コ
軍
の
攻
撃
は
益
々
激
し
く
な
り
、
ズ
リ
ー
ン
ス
キ
と
部
下
た

ち
も
必
死
の
抵
抗
を
試
み
た
が
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
城
門
を
開
き
、

精
鋭
の
部
下
た
ち
を
率
い
て
敵
中
に
向
か
っ
て
突
撃
し
て
行
っ
た
。

シ
ゲ
ッ
ト
の
勇
士
た
ち
は
全
員
壮
烈
な
戦
死
を
遂
げ
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
時
間
稼
ぎ
の
間
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
の
援
軍
が
到
着
し
、
半
月
余

り
の
戦
闘
に
疲
れ
、
皇
帝
を
失
っ
て
戦
意
を
喪
失
し
た
ト
ル
コ
軍
を

撃
退
し
て
シ
ゲ
ッ
ト
の
街
は
守
ら
れ
た
。
歌
劇
で
は
こ
の
最
後
の
突

撃
の
前
に
「U

 Boj

」
が
歌
わ
れ
る
が
、
毎
年
、
一
〇
回
以
上
も
上

演
さ
れ
る
こ
の
歌
劇
は
必
ず
何
時
も
満
員
で
、「U

 Boj

」
を
歌
い
出

す
と
、
客
席
は
皆
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
が
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
留
学
生
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

　

ミ
ル
ナ
・
ポ
ト
コ
ヴ
ァ
ッ
ツ
の
協
力

　

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
海
外
取
材
番
組

で
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
語
の
通
訳
を
し
て
い
た
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
の
首
都
ザ

グ
レ
ブ
か
ら
、大
阪
外
国
語
大
学
日
本
語
学
科
に
留
学
中
の
ミ
ル
ナ
・

ポ
ト
コ
ヴ
ァ
ッ
ツ
と
話
し
た
い
と
、
テ
レ
ビ
局
勤
務
の
新
月
会
員
に

頼
ん
で
連
絡
先
を
調
べ
て
貰
い
、
一
二
月
六
日
、
ミ
ル
ナ
に
会
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
幸
い
に
も
ザ
グ
レ
ブ
・
フ
ィ
ル
の
元
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
と
分
か
り
、
歌
劇
に
関
す
る
資
料
収
集
を
依
頼
し

て
快
諾
を
得
た
。
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
四
月
一
三
日
付
、
ビ

ヨ
ー
ギ
監
督
よ
り
、
林
雄
一
郎
新
月
会
会
長
宛
の
手
紙
と
歌
劇
に
関

す
る
資
料
の
コ
ピ
ー
を
入
手
。
同
年
七
月
に
同
歌
劇
一
〇
〇
年
記
念

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
九
月
に
は
同
歌
劇
全
曲
の
ピ
ア
ノ
・
ス
コ
ア
を
ミ

ル
ナ
か
ら
入
手
。

　

一
九
八
六（
昭
和
六
一
）年
、ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・

モ
ー
ザ
ー
総
裁
が
築
後
一
〇
〇
年
を
越
え
る
ホ
ー
ル
修
復
費
用
の
調

達
を
求
め
て
来
日
し
た
時
に
、
東
京
で
今
川
安
雄
理
事
長
（
現
・
新

月
会
会
長
）
が
紹
介
さ
れ
て
、ホ
ー
ル
改
修
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー

ト
を
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
要
請
さ
れ
た
事
か
ら
、
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
Ｏ
Ｂ
新
月
会
有
志
も
同
行
す
る
話
に
な
り
、
更
に
、
ウ
ィ
ー

ン
に
行
く
な
ら
、「U

 Boj

」
の
故
郷
ザ
グ
レ
ブ
ま
で
足
を
伸
ば
そ
う

と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
た
。
早
速
、
結
婚
し
て
リ
エ
ィ
カ
在

住
の
ミ
ル
ナ
に
連
絡
し
て
、
ザ
グ
レ
ブ
で
里
帰
り
演
奏
を
す
る
ホ
ー

ル
の
確
保
と
、
も
し
、
出
来
れ
ば
と
思
い
、
歌
劇
の
上
演
予
定
を
調

べ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
彼
女
は
、
わ
ざ
わ
ざ
、
一
八
〇
㎞
離
れ

た
ザ
グ
レ
ブ
に
行
き
、
ザ
グ
レ
ブ
音
楽
院
ホ
ー
ル
を
予
約
し
、
彼
女
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が
ザ
グ
レ
ブ
音
大
生
の
頃
か
ら
親
し
か
っ
た
国
立
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
劇

場
の
ヤ
ン
コ
・
キ
ッ
フ
ル
監
督
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、「
歌
劇
の
上
演

予
定
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
彼
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て

上
演
す
る
」
と
約
束
し
て
く
れ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
三
月
一
六
日
、
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
大

ホ
ー
ル
で
、
北
村
協
一
指
揮
に
よ
る
国
立
チ
ェ
コ
・
ジ
リ
ナ
・
チ
ェ

ン
バ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
に
よ
る
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

演
奏
会
を
好
評
の
裡
に
終
え
て
ザ
グ
レ
ブ
へ
向
か
い
、
翌
一
七
日
、

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
Ｏ
Ｂ
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
〇
〇
名
は
招
待
さ
れ
、

国
立
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
劇
場
で
我
々
の
日
程
に
合
わ
せ
て
特
別
上
演
さ

れ
た
歌
劇
「
ニ
コ
ラ
・
シ
ュ
ー
ビ
ッ
チ
・
ズ
リ
ー
ン
ス
キ
」
を
観
劇

し
、
一
八
日
に
は
ザ
イ
ツ
が
か
つ
て
校
長
を
務
め
た
ザ
グ
レ
ブ
音
楽

院
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
で
最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
「U

 Boj
」
を
歌
い
、

文
字
通
り
里
帰
り
を
果
た
し
た
。

名
曲
「U

 B
oj

」
は
全
国
の
男
声
合
唱
団
の
愛
唱
歌
に

 　
「U

 Boj

」
の
譜
面
は
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
秘
曲
と
し
て

外
部
へ
は
渡
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年

九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
東
西
四
大
学
合
唱
演
奏
会
（
早
稲
田
、

慶
応
義
塾
、
同
志
社
、
関
西
学
院
）
以
降
は
欲
し
い
と
頼
ま
れ
る
と

断
り
切
れ
ず
に
譜
面
を
渡
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
四
月
、
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
高

等
部
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
中
学
部
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
新
月
会
用
に
「U

 

Boj

」
の
決
定
版
譜
面
を
完
成
し
、
三
五
〇
〇
部
を
印
刷
し
、
東
西

四
大
学
合
唱
団
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
を
は
じ
め
、
希
望
す
る
全
国
の

合
唱
団
に
譜
面
を
提
供
し
た
。
以
来
、「U

 Boj

」
は
多
く
の
男
声
合

唱
団
に
と
っ
て
は
同
じ
譜
面
の
合
同
で
歌
え
る
愛
唱
歌
と
な
っ
た
。

　

同
年
春
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
の
ザ
グ
レ
ブ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

日
本
公
演
を
知
り
、
梶
本
音
楽
事
務
所
に
「U

 Boj

」
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
共
演
を
交
渉
し
、
大
野
和
士
指
揮
者
へ
「U

 Boj

」
の
資

料
を
送
付
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
大
野
指
揮
者
は
全
団
員
に
相
談

し
、
賛
同
を
得
て
共
演
が
決
ま
っ
た
。
一
一
月
一
三
日
、
大
阪
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
大
野
和
士
指
揮
の
ザ
グ
レ

ブ
・
フ
ィ
ル
演
奏
会
で
「U

 Boj

」
の
共
演
に
は
「U

 Boj

」
の
譜

面
を
入
手
し
た
功
労
者
の
塩
路
義
孝
を
招
き
、
ア
ン
コ
ー
ル
最
初
に

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
新
月
会
は
始
め
て
フ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
伴
奏
で
「U

 Boj

」
を
歌
い
、
満
員
の
客
席
か
ら
の
拍
手
は
鳴

り
止
ま
な
か
っ
た
。
演
奏
会
終
了
後
に
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
新
月
会
メ

ン
バ
ー
は
楽
屋
口
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
メ
ン
バ
ー
を
待
ち
構
え
た
と

こ
ろ
、
誰
か
ら
と
も
な
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
メ
ン
バ
ー
も
含
め
た
「U

 

Boj

」
の
大
合
唱
と
な
り
、
感
激
の
ひ
と
時
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
一
〇
月
一
日
に
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク



名曲「U Boj」のルーツと関西学院グリークラブ

107

ラ
ブ
資
料
館
が
完
成
し
、
竣
工
式
を
迎
え
た
。
当
日
は
長
年
の
交
流

が
あ
る
南
ド
イ
ツ
・
ベ
ッ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
か
ら
フ
リ
ッ
ツ
・
コ
ン
ス
タ

ン
ツ
ァ
ー
村
長
、
男
声
合
唱
団
の
エ
ッ
ケ
ハ
ル
ト
・
イ
ェ
ネ
団
長
と

通
訳
の
松
田
ト
シ
博
士
を
お
招
き
し
た
。
実
は
、
一
九
九
五
年
一
月

の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
員
が
あ
り
、
他

に
も
怪
我
や
家
の
倒
壊
な
ど
大
き
な
被
害
も
あ
っ
た
と
知
っ
た
ベ
ッ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
男
声
合
唱
団
は
毎
年
の
家
族
旅
行
を
中
止
し
、
そ
の
積

立
金
と
村
費
を
合
わ
せ
た
義
援
金
を
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
大
切
な
も

の
に
使
い
た
い
と
思
い
、
こ
れ
を
基
金
と
し
て
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
資
料
館
が
建
築
さ
れ
、
愛
称
を
「
ハ
ウ
ス
・
ベ
ッ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
」

と
命
名
し
た
。

　

こ
の
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
資
料
館
の
開
設
以
来
、
私
は
マ
ス

コ
ミ
や
合
唱
団
な
ど
各
方
面
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
窓
口
と
し
て
対

応
し
、
訪
問
さ
れ
る
お
客
様
に
ご
案
内
し
て
い
る
。
特
に
「U

 Boj

」

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
最
も
多
く
、
そ
の
中
で
も
「U

 Boj
」
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
東
京
造
形
大
学
の
越
村
勲
教
授
と

は
数
年
来
の
メ
イ
ル
で
の
お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
が
、
た
ま
た

ま
、
越
村
教
授
が
か
つ
て
ザ
グ
レ
ブ
大
学
に
留
学
さ
れ
た
事
も
あ
っ

て
、
越
村
教
授
と
親
し
い
ザ
グ
レ
ブ
大
学
歴
史
学
科
の
ド
ラ
ゴ
・
ロ

ク
サ
ン
デ
ィ
チ
教
授
の
東
京
と
札
幌
で
の
講
演
が
二
〇
〇
七
（
平
成

一
九
）
年
九
月
末
と
一
〇
月
初
め
に
決
ま
り
、
こ
の
機
会
に
と
、
同

年
一
〇
月
一
日
に
関
西
学
院
へ
お
二
人
で
来
院
さ
れ
、グ
リ
ー
・
ホ
ー

ル
と
グ
リ
ー
資
料
館
に
ご
案
内
し
た
。
こ
の
お
二
人
が
東
京
へ
戻

り
、
駐
日
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
大
使
館
の
ド
ラ
ゴ
・
シ
ュ
タ
ン
ブ
ク
大
使

と
食
事
を
さ
れ
た
時
に
、「U

 Boj

」
を
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
で
は
歌
え
な

か
っ
た
時
代
を
含
め
、
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
九
〇
年
も
歌
い

続
け
て
い
る
と
の
話
に
感
動
さ
れ
た
大
使
は
、
昨
二
〇
〇
八
（
平
成

二
〇
）
年
三
月
に
初
め
て
来
院
さ
れ
、
二
度
目
の
九
月
は
関
西
学
院

グ
リ
ー
・
フ
ェ
ス
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
で
「U

 Boj

」
を
一
緒
に
歌
っ

て
頂
い
た
。
更
に
、
大
使
の
ご
好
意
で
一
一
月
に
は
、
世
界
遺
産
の

古
都
に
あ
る
ス
プ
リ
ッ
ト
大
学
イ
ヴ
ァ
ン
・
パ
ヴ
ィ
ッ
チ
学
長
と
ロ

コ
・
ア
ン
ド
リ
チ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
副
学
長
を
伴
わ
れ
て
三
度
目
の
来
院

を
さ
れ
、
両
大
学
学
術
研
究
交
流
の
締
結
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
夏
に

は
、
ス
プ
リ
ッ
ト
大
学
で
開
催
さ
れ
る
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
関

西
学
院
大
学
生
も
招
待
さ
れ
、
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
生
、
オ
ク

ス
フ
オ
ー
ド
大
学
生
ら
と
共
に
受
講
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
更

に
、
本
年
四
月
に
、
シ
ュ
タ
ン
ブ
ク
大
使
の
ご
紹
介
で
ザ
イ
ツ
の
生

ま
れ
故
郷
で
も
あ
る
リ
エ
ィ
カ
か
ら
、
国
立
リ
エ
ィ
カ
大
学
の
ダ
ニ

エ
ル
・
ル
カ
ヴ
ィ
ナ
総
長
が
兵
庫
医
大
と
関
学
へ
来
ら
れ
る
予
定
は

事
情
が
あ
り
延
期
と
な
っ
た
。
何
れ
改
め
て
来
院
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
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終
わ
り
に

　
「U

 Boj

」
の
ル
ー
ツ
を
知
り
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
多
く
の
先

輩
や
友
人
の
多
大
な
協
力
を
得
て
、
思
い
付
い
て
か
ら
一
〇
年
ば
か

り
で
そ
の
全
貌
の
解
明
に
至
っ
た
が
、
特
に
、
調
査
を
始
め
た
当
初

か
ら
、
お
元
気
だ
っ
た
塩
路
義
孝
さ
ん
か
ら
は
こ
の
名
曲
「U

 Boj

」

の
譜
面
を
入
手
さ
れ
た
当
時
の
模
様
を
神
戸
大
丸
店
長
室
と
御
影
の

ご
自
宅
を
度
々
訪
問
し
て
貴
重
な
お
話
し
を
伺
い
、
更
に
、
塩
路
義

孝
さ
ん
か
ら
は
何
度
も
電
話
や
手
紙
を
頂
き
、
思
い
出
さ
れ
た
事
を

お
知
ら
せ
頂
い
た
。
こ
ち
ら
か
ら
も
判
明
し
た
事
項
を
そ
の
都
度
お

知
ら
せ
し
、
資
料
も
お
送
り
し
た
。
ザ
グ
レ
ブ
・
フ
ィ
ル
と
の
「U

 

Boj

」
共
演
に
も
お
招
き
し
て
聴
い
て
頂
い
た
が
、
随
分
と
喜
ば
れ

た
の
も
幸
い
だ
っ
た
。
又
、
私
が
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
一
年
部

員
の
頃
に
四
年
で
指
揮
者
を
さ
れ
た
浅
野
昭
太
郎
さ
ん
は
、
朝
日
新

聞
社
（
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
後
に
大
阪
本
社
写
真
部
長
）
に
お
ら
れ
た

の
で
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
か
ら
当
時
の
新
聞
記
事
を
大
量
に
探

し
て
頂
い
た
。
更
に
、
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
一
期
下
の
渡
部
尚

君
が
東
京
出
張
の
忙
し
い
中
に
も
、
度
々
駐
日
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

大
使
館
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
の
で
、「U

 Boj

」
の
ル
ー
ツ
解
明
の

突
破
口
を
開
く
事
が
出
来
た
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
先
輩
方
や
友
人

か
ら
「U

 Boj

」
の
ル
ー
ツ
調
査
に
多
大
の
協
力
を
頂
い
た
。
紙
面

を
借
り
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の
「U

 Boj

」
の
ご

縁
で
こ
れ
ま
で
全
国
に
亙
る
多
く
の
方
々
と
の
交
流
が
出
来
る
と
は

夢
に
も
思
い
も
寄
ら
ず
、
更
に
、
駐
日
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
大
使
館
の
ド

ラ
ゴ
・
シ
ュ
タ
ン
ブ
ク
大
使
が
三
度
も
来
院
さ
れ
、
し
か
も
大
使
の

ご
紹
介
で
関
西
学
院
大
学
と
ス
プ
リ
ッ
ト
大
学
と
の
学
術
研
究
交
流

に
関
す
る
包
括
協
定
の
締
結
調
印
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
六
日
）
も

さ
れ
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

塩
路
義
孝
さ
ん
や
浅
野
昭
太
郎
さ
ん
を
始
め
と
す
る
多
く
の
先
輩

の
方
々
に
は
残
念
に
も
現
世
で
は
お
目
に
掛
か
れ
な
く
な
っ
た
が
、

も
し
来
世
お
会
い
出
来
た
時
に
は
「U

 Boj

」
の
そ
の
後
の
素
晴
ら

し
い
展
開
を
詳
し
く
ご
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
後
、
残
れ
る

は
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
と
の
国
境
に
近
い
南
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
シ
ゲ
ッ
ト

ヴ
ァ
ー
ル
で
は
「U

 Boj

」
の
舞
台
と
な
っ
た
シ
ゲ
ッ
ト
城
を
含
め
、

街
を
挙
げ
て
ズ
リ
ー
ニ
の
命
日
（
九
月
七
日
）
に
近
い
毎
年
九
月
の

第
一
金
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
ズ
リ
ー
ニ
記
念

祭
」
に
は
是
非
と
も
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
新
月
会
が
合
同
で

参
加
し
て
「U

 Boj

」
の
里
帰
り
演
奏
を
す
る
事
と
、
ク
ロ
ア
テ
ィ

ア
か
ら
歌
劇
団
を
日
本
に
招
い
て
歌
劇
「
ニ
コ
ラ
・
シ
ュ
ー
ビ
ッ
チ
・

ズ
リ
ー
ン
ス
キ
」
の
日
本
公
演
開
催
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。
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〔
追　

記
〕

　

尚
、
ト
ル
コ
側
の
歴
史
資
料
も
知
り
た
い
と
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使

館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ト
ル
コ
史
研
究
家
の
大
島
直
政
先
生

を
紹
介
さ
れ
、
大
島
先
生
か
ら
色
々
と
教
え
て
頂
い
た
。「
シ
ュ
レ

イ
マ
ン
大
帝
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
五
六
六
年
九
月
五
日
（
九
月
七

日
説
も
あ
る
）
早
朝
で
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ズ
イ
リ
ニ
伯
の
率
い
た
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
軍
は
約
五
千
名
、
ト
ル
コ
軍
は
約
三
万
名
と
ト
ル
コ
史
書

に
あ
り
ま
す
。
ズ
イ
リ
ニ
伯
は
六
週
間
（
実
際
に
は
一
九
日
間
な
の

で
三
週
間
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
）
に
亘
っ
て
戦
い
続
け
、
つ
い
に
戦

死
し
ま
し
た
。
最
早
、
落
城
が
決
定
的
と
な
り
、
少
数
の
部
下
と
共

に
城
外
へ
出
撃
し
て
華
々
し
く
戦
死
し
、
そ
の
最
後
は
『
天
晴
れ
な

戦
死
』
と
ト
ル
コ
軍
側
も
賞
賛
し
た
と
の
事
で
す
」
と
手
紙
で
教
え

て
下
さ
っ
た
。
駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
か
ら
ト
ル
コ
史
研
究
家
の
大
島

先
生
を
ご
紹
介
頂
い
た
事
も
幸
い
だ
っ
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　U  BOJ  年譜　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輕部　潤　作成）
　　　　　　　　　　　
1566（永禄９）年８月20日～９月７日　シゲットの戦い（現・南ハンガリー・シゲッ
トヴァール）。

　　トルコ皇帝シュレイマン一世（Sulejman Veliki 1494 ～ 1566）は大軍を率いて
オーストリア・ウィーン攻略ルートにある要衝シゲット城を落とさんと、シゲッ
ト城太守ニコラ・シュービッチ・ズリーンスキ四世（Nikola Subíc Zrinski 1508
～ 1566）率いるクロアティア軍と対峙したが、堅固な要衝を攻めあぐねていた。
しかし、９月５日早朝、トルコ陣地でシュレイマン皇帝が突然病死したのを自
軍に隠して猛攻撃を掛けた。ズリーンスキ軍はもはやこれまでと城門を開いて、
精鋭部隊を率いて突撃し、全員、壮烈な戦死を遂げた。しかし、この時間稼ぎ
の間にウィーンからの援軍が到着し、皇帝の死も知れ渡って戦意を喪失したト
ルコ軍を撃退してシゲットは守られた。（シュレイマン一世の死は９月７日とも
伝えられる）

1812（文化９）年　ドイツ愛国詩人として知られるテオドール・ケルナー（Theodor 
Körner 1791 ～ 1813）は禁止されていた決闘を行った為にライプチヒ大学を追
われ、ウィーンに移った後に劇作家として活躍し、「シゲット城の戦い」の史実
を元に「ズリーニ」（マジャール語）を書いて成功し、宮廷劇場専属作者となる。
1813年、故国に戻り、ドイツ開放リュッツオー義勇兵団に投じてナポレオン軍
との戦闘中にも詩を作り続けて戦死した。翌1814年に彼が残した詩集「琴と剣」
が刊行された。1970年に東ドイツはその栄誉を称えてテオドール・ケルナー賞
メダルを制定している。

1866（慶応２）年７月７日　クロアティアの作曲家イヴァン・pl. ザイツ（Ivan pl. 
Zajc 1832 ～ 1914）はウィーンで男声合唱曲「U Boj」を作曲して初演。作詞は
フラーニョ・マルコヴィッチ（Franjo pl. Markovíc 1845 ～ 1914）。1982（昭和
57）年イヴァン・ザイツ生誕150年。この「U Boj」は第１稿、第２稿、第３稿
までは男声合唱として編曲されたが、第４稿は歌劇用に混声合唱（一部は独唱）
に編曲され、歌詞も一部変えられている。

1867（慶応３）年１月14日　ザグレブで「U Boj」初演。
1876（明治９）年11月４日　ザグレブで作曲者ザイツ自身の指揮による歌劇　「ニコ
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ラ・シュービッチ・ズリーンスキ」初演。テオドール・ケルナー原作。「U Boj」
を除く台本作詞はフーゴ・バダリッチ（Hugo Badalíc 1851 ～ 1900）、作曲はザ
イツがザグレブで1874（明治７）年４月29日脱稿。

1914（大正３）年６月28日　サライェヴォ事件が発生し、第一次世界大戦［同年７月
28日～ 1918（大正７）年11月11日］勃発の原因となった。

1919（大正８）年　日米連合軍がシベリア戦線よりチェコ軍を救出し、ウラジオスト
クから米国船で順次帰国させた。第３船へフロン号はチェコ軍将兵845名を乗せ
て出航し、日本海から南下中に台風と遭遇。８月15日、下関西方で座礁した。
船を神戸三菱造船所で修理する間にチェコ軍も９月４日から神戸に滞在した。
兵庫県川崎外事課長の依頼で関学グリー部員塩路義孝はチェコ軍英語通訳を務
め、９月15日、神戸原田の森（現・王子動物園）の旧関西学院でチェコ軍演奏
会開催などチェコ軍合唱隊との交流を通じて名曲「U Boj」を含め４曲の譜面を
入手。10月29日、チェコ軍は修理を終えたヘフロン号に乗船し、10月30日、独
立を果たした祖国へ向い出航。以来、名曲「U Boj」は関学グリーの演奏会で必
ず歌われる曲となった。

1935（昭和10）年11月24日　東京日比谷公会堂での第九回合唱競演会（現・全日本合
唱コンクール）で関学グリーは選択曲に「U Boj」を歌って３年連続優勝した事
から、名曲「U Boj」が全国の合唱団や合唱ファンに知られるきっかけとなった。

1939（昭和14）年～ 1945（昭和20）年　第二次世界大戦。
1949（昭和24）年「U Boj」はユーゴスラヴィアの歌ではないか（関学グリー部員小
林哲夫宛のチェコ・ペンフレンドからの手紙に書かれてあった内容）。

1965（昭和40）年９月20日　関学グリーは第一回世界大学合唱祭に参加。ニューヨー
ク・ヒルトンホテルでの昼食会で関学グリーが歌った「U Boj」にユーゴスラヴィ
ア代表のスコピエ大学合唱団が唱和した事から、ユーゴスラヴィアでは有名な
歌劇中の歌とは判明したが、当時、ユーゴスラヴィアは複合国家で、クロアティ
アとは国の違うマケドニア・スコピエ大学合唱団は歌劇の内容については知ら
なかったらしく、詳しくは教えて貰えなかった。

1972（昭和47）年８月10日付、ニューヨークの世界大学合唱祭のビヨーギ監督（James 
Robert Bjorge 1925 ～ 2004）に「U Boj」の調査を新月会杉田 一郎理事長から
依頼していたところ、ビヨーギ監督の友人で駐ベオグラード米国大使館員が見
付けてくれたと歌劇ピアノ・スコアの終曲「U Boj」部分コピーが送られて来た。

1975（昭和50）年11月25日　新月会員輕部潤の依頼で同会員渡部尚は駐日ユーゴスラ
ヴィア大使館を訪問し、クルシカパ文化担当官に「U Boj」譜面コピーを見せ、
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歌詞の説明を受ける。
1976（昭和51）年７月15日　渡部尚は帰郷先のユーゴスラヴィアからクルシカパ担当
官が持ち帰った歌劇ＬＰレコード３枚組を借り、その解説文から歌劇筋書きの
すべてが判明。同年11月４日、歌劇「ニコラ・シュービッチ・ズリーンスキ」
初演より100年記念の歌劇上演。

1978（昭和53）年12月６日　輕部潤はクロアティア・ザグレブからの大阪外国語大学
日本語学科留学生でヴァイオリニストのミルナ・ポトコヴァッツと会い歌劇に
関する資料収集を依頼。

1979（昭和54）年４月13日付、ビヨーギ監督より、林雄一郎新月会長宛の手紙と歌劇「ニ
コラ・シュービッチ・ズリーンスキ」に関する資料のコピーを入手。７月に同
歌劇100年記念プログラムと９月には同歌劇全曲のピアノ・スコアをミルナから
入手。

1989（平成元）年２月25日　ザグレブ・国立クロアティア劇場のヤンコ・キッフル監
督から歌劇特別上演開催の電報入手。２月26日、関学グリー90年記念リサイタル。
３月16日、ウィーン楽友協会大ホールで国立チェコ・ジリナ・チェンバー・オー
ケストラ伴奏による関学グリー演奏会を開催 （新月会有志同行）。翌３月17日、
ザグレブ・クロアティア国立劇場で我々の日程に合わせて特別上演された歌劇
「ニコラ・シュービッチ・ズリーンスキ」を観劇。翌３月18日、ザイツがかつて
校長を務めたクロアティア音楽学院ホールで関学グリー演奏会を開催。アンコー
ルに「U Boj」を歌い、文字通りの里帰りを果した。11月24日、ベオグラードの
ユーゴスラヴィア作曲家連盟より、ザイツ生誕150年記念（1982年）ザイツ合唱
曲集500冊限定出版された内の２冊の寄贈を受けた。

1992（平成４）年４月　関学グリーと新月会用に発音記号と単語の逐語訳付きの「U 
Boj」決定版  譜面を完成。この譜面を3,500部印刷し、希望する全国合唱団に配
布した。11月13日、大阪ザ・シンフォニーホールで開催された大野和士指揮の
ザグレブ・フィルハーモニー管弦楽団演奏会のアンコールにオーケストラ伴奏
で関学グリーと新月会合同による「U Boj」共演を果した。

1996（平成８）年９月14日　「U Boj」のルーツを自力で解明された関西学院中学部グ
リーＯＢの古賀義雄（昭和12年旧制中学部卒、昭和14年大学予科卒、昭和16年
大学法文法卒）はハンガリー団体旅行中にブダペシュトから単身で南ハンガリー
のシゲットヴァールを訪ねて、シゲット城を見学した。「日本からU Boj のふる
さとを訪ねて来た」と云うと係員は吃驚して、早速「U Boj」のテープを流して
くれる中で城内を見学したが、古賀義雄の訪問が、もう１週間早ければ、丁度「ズ
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リーニ記念祭」だったのにと残念でならない。
○ シゲット城は現在クロアティアとの国境に近い南ハンガリーのシゲットヴァール
で戦争記念博物館として残され、当時の武具などが城内に展示されている。ズリー
ニ四世はハンガリーの英雄と称えられ、彼の命日（９月７日）に近い毎年９月第
一週の金・土・日曜日はシゲットヴァールでは街を挙げて「ズリーニ記念祭」を
開催している。一方、クロアティアでもズリーンスキは救国の英雄と称えられ、
ザグレブのクロアティア国立劇場で毎年 10 回余り上演される歌劇「ニコラ・シュー
ビッチ・ズリーンスキ」は必ず満員の盛況と聞いている。

○ 17 世紀にハンガリーの政治家で詩人の伯爵ズリーニ七世は曽祖父ズリーニ四世を
称える一大叙事詩をマジャール語で書いているが、現在では絶版となり、ブタペ
シュトのセーチェーニ図書館などに保存されている。2007（平成 19）年２月、こ
の一大叙事詩のクロアティア語版をザグレブで見付けられた東京造形大学越村勲
教授からそのコピーを頂いた。

○ シゲットヴァール（Szigetvár）は古くからの地名ズリーニヴァール（Zrinyivár）
とも呼ばれている。ハンガリーでは日本や中国などと同じく苗字を先に表記する
ので「ニコラス・ズリーニ」は「Zrinyi Nikolas」 となる。（vár はマジャール語で城）

○ クロアティアを代表する作曲家イヴァン・pl.・ザイツが生まれたアドリア海最大
の港湾都市リエィカでは、彼の栄誉を称えて歌劇場は国立クロアティア劇場「イ
ヴァン・ザイツ」と名付けられている。

○ 2009（平成 21）年９月４日～６日に開催された「ズリーニ記念祭」を見たいと、
新月会員でニューヨーク在住の門田好正（昭和 39 年関学大経卒）は典子夫人とシ
ゲットヴァールを訪問し、シゲットヴァール生まれの、フィンランドで音楽の先
生を勤め、市長の片腕として記念祭の世話をしているエーヴァ・パンドゥルさん
に会い、彼女からパイジ・ヨージェフ市長を紹介され、市長から友好の印として、「ズ
リーニ記念メダル」を頂き、300 名ほどのレセプションに誘われ、壇上で市長か
ら「日本から来た合唱団の方だ」と紹介され、関西学院グリークラブ或いは新月
会で来年９月３日～５日に開催される「ズリーニ記念祭」に参加して「U Boj」を歌っ
て欲しいと云われ、更に、エーヴァさんから「宿泊はこのホテルが良い」と案内
された上に、来年にはブダペシュト空港へ迎えに行くとまで云われたと、「ズリー
ニ記念祭」参加に前向きの検討を頼まれている。  　　　　　　　　　　（敬称略）

（註）文中の「U Boj」作曲者「イヴァン・pl.・ザイツ」の「pl.」は「plemenitaš」（plemenit）
貴族を表わす正式名称で、ドイツなどの氏名の間に入れる von と同様。
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